
第 2章

他者化するまなざしの交錯の中で

タイ

1 はじめに

速水洋子

タイのジェンダーを考えるとき，そこに向けられた日本を含む先進国のま

なざしが，セクシュアリティを強調したオリエンタリズムの色濃いものであ

ることを意識せざるをえない。そこにはタイの女性といえば性産業，男性と

いえば性の享楽者に結びつくような，過度にセクシュアライズされたタイの

イメージがある。そして，タイをめぐる様々な外国メディアの表象の中で性

産業が占める割合は均衡を欠いている。ディシプリンを問わず，経済活動，

宗教理念，親族組織，法体系，国家政策，いずれを論じる上でも売春は避け

て通れないトピックになっている。外からタイの特に女性に向けられるまな

ざしと，タイ国内から自らを再規定しようとする営みは，性産業やセクシュ

アリティを軸に相互に影響しあいながら展開してきた。

その一方で，よく言われる東南アジアの女性の自立性の高さの一例として

タイの女性達があげられてきたことも事実である。実際，国際的な相互比較

においてしばしば「女性の地位」の指標に用いられる労働参加，教育機会と

識字率，雇用，参政権などについて，タイは他の東南アジア諸国と比較して

もトップクラスに入る。特に労働参加に関しては，タイの女性は東南アジア

の中でも，また日本に比べても常にはるか上の数値を示している。参政権も，

東南アジアで最も早く， 1932年の立憲革命後に得られた。就学率もどのレ

ベルでも男女差は見られないばかりか，大学では女性が上回っている。しか

し，労働参加について詳しく見ると，女性の多くは，低賃金の工場労働，販

47 



r' 

ミャン尺靡
ヽ` J、へ、

1 J・，ラオス〗
R 

／ 

＇ ｀ヽ
チェンマイ ＼ 

タ財 ，I 倉-- し`／‘ヽ、-¢I ヽ
ぷ翡 し、／• ‘¥ 9、‘9、9

I 

東北タイ＼

-·― - —-へ…ィ • / ・ 

• バンコク＇
］ 
、一、；

＼ 

＼ヵンポジア
料 __, 

ヽ
、』
—¢ヽ．、i

タイ

影の部分はタイ国内のカレンの分布，
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教えてくれる。

売やサービス業，そして統計に上らない

インフォーマル ・セクターに従事してお

り，ある収入額を境に，男女比が逆転す

る。高額収入取得者は，どの職種におい

ても男性が女性をはるかに上回るのであ

る。

議員数では女性国会議員は 5％前後，

地方ではそれ以下である。官吏は， 1970

年代以来，女性が半数以上を占めて増え

続けてきたが，等級が最下位の 1から 3

までは女性が過半数を占めるのに，等級

が上がるほど比率は下がり， 9から 11

の最上級では 1割に満たない。こうした

構造は私企業でも同様である。単純に女

性の地位を測る普遍的な指標などはない

こと，特定社会に一元的なジェンダーの

理解など不可能であることをタイの例は

本章は，タイ社会におけるジェンダー ・セクシュアリティの形成と変遷の

研究について概観する。特に，その過程に深く関わるタイ社会内外のまなざ

しの交錯を一つの切り口として， HIV/AIDS危機の始まる 1990年代を境

に，その前後でタイのジェンダー研究がどのように展開してきたかをまず概

観する。その上で，「売春」というトピックを介して，グローバル化する舞

台をめぐって，どのような内外のまなざしの交錯が見られ，その中で階級と

ジェンダーがどのように切り結ぶかを考える。筆者が主に調雀 ・研究をして

きたのは山地に居住する少数民族である。先進国がタイに向ける他者化のま

なざしの中でセクシュアリティが強調されるなら，タイ国内で周縁にある少

数民族に向けられたまなざしにもまた同様の構図の繰り返しが見られる。タ

イのジェンダーを論じる上で，階級，セクシュアリティや民族をも含めた周

縁への視点も無視できないこと，そして逆に民族や階級を論じる上でジェ ン
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ダーの視点が不可欠であることを指摘したい。最後に，タイの事例がジェン

ダー・セクシュアリティ研究に再検討を促すものがあるとしたら何かを考え

たい。

2 近代以降のタイにおける女性と女性学

本節では，近代以降の女性の社会的地位や運動の変遷を，タイ人自身によ

る女性学の展開とともに，後の議論の背景として売春をめぐる社会状況の変

転を踏まえながら紹介する。

近隣諸国において植民地下でナショナリズムが勃興した状況とは異なり，

タイの近代化は， 19世紀末から 20世紀半ばまでは，王宮とエリートの主導

の下で近代国家へ歩む過程であった。その中で 20世紀初頭，ラーマ 5世王

の奴隷制廃止を契機に売春女性の数は増加し（n,都市の売春業は繁栄し，

経営者は農村の貧困地帯から女性を連れ出すようになった。当時から売春に

関する法は，徴税や性病の防止に関わるものであり，ゆえにむしろ売春を合

法化するものだった。 1928年には国際連盟の圧力もあり，強制売春と児童

売春を規制する法律が出されたが，実効力は全くなかった。そして 20世紀

半ば，ィンドシナ戦争にともない米軍基地が建設されると，タイの性産業は，

形，規模ともに変質する。 1960年に初めて，売春を違法とする売春抑止法

が発令されるが，むしろ違法化することによって女性達を違法行為に追いや

り，さらにその立場を弱くすることになった。

タイ社会のエリート層の経験した近代化に目を転ずれば， 1920年代前後，

一夫多妻制を否定し単婚を法制化する議論が，ェリート層の間で大きな論議

を呼んだ。これは，ルースが詳細に論じている通り，女性の権利擁護を主眼

とするというより，この時期の国内外の政治的な状況を背景に，文明国タイ

に相応しい婚姻や女性のあり方が議論されたのであり，そのかげで妻たる良

き女性と，性に携わる悪しき女性の二分が明確化した [Loos2006]。また，

国家のために献身的に国民を育てる母としての女性像が強調された。チュラ

ーロンコーン大学では 1927年から女性も入学するようになり， 1935年には

単婚が法制化された。中流階層が生じつつあった当時の都市の大衆文化にも
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ジェンダー意識の変化が見られたことをバルメが分析している [Barme

2002]。立憲国家としての歩みを始めた 1932年以後のナショナリズムの時代

には女性組織も見られたが，これらはエリート女性による体制擁護的なもの

で，専門職の夫を持つ妻達がエリートとして下層女性に施しをするという博

愛主義的なものに限られた [Darunee& Pandey 1991]。男性のエリート官僚と

軍人を頂点とするナショナリズムの体制は，良き妻たる規範の下にあるエリ

ート女性から，売春女性も含めた下層女性に至るまで様々な女性達によって

支えられていたのだが，一方で，体制の言説においては，良き母・良き妻た

る女性と悪しき女性の二分化が進行し，売春に関わる女性の数も増加した

[Sukanya 1988]。

より先進的な女性運動が活発化し，女性が関わる社会問題に目が向けられ

るようになったのは 1970年代以降である。 1973年の学生革命時の民主化運

動と 1976年からの「国連女性の 10年」が連動し，開発に関わる女性の問題，

特に女性労働者や売春への関心が高まっていた。都市の繊維産業で働く女性

労働者が参加した最初の大きな争議は 1974年前後に起きた［重冨 1997]。

1970年代後半は，軍の強権政治が復活した揺り戻し期で，女性組織も官立

のものが中心であった。しかし 1980年代以降，反共政策も懐柔的なものに

変わっていく中で， NGOや草の根の活動が盛んになっていった。また，政

府機関や民間においても，「開発と女性」を主な研究と実践の課題とする団

体やプロジェクトが創始された。女性運動や女性をめぐる諸問題への意識も

向上し，政府の 5カ年計画には女性開発計画が含まれるようになり，全国の

主要な大学に女性学関連のプログラムやセンターが設立された［江藤 1996a]。

しかし，こうした活動の多くは女性問題や女性研究の重要性を訴える機会に

なる一方，官主体で女性のイニシャチブを取り込んでいった面もいなめない。

一連の運動に関わってきたのは中流女性達であり，彼女達の関心は，農村

女性に向けられた。市場経済の浸透にともない，農村女性が安価な労働力と

して都市に移動し，中には売春に携わる例も少なくないことが彼女らの問題

意識の対象になったのである。それまでのエリートによる良き妻たる女性の

役割の強調を批判し，行政の物質主義的な開発政策や，近代化とともに父権

化する社会経済システム全体に批判の目を向けていく。
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こうした状況の中，タイ人による学問研究は， 1990年代まで，政策に直

接関連する問題が圧倒的に優先された。国家の経済的・社会的優先事項に関

わる実証的かつ実践的な研究に強調点がおかれ，時間をかけた質的な調査を

行う余地はあまりなかった。研究課題としては，労働や売春，農村女性と社

会変化や都市への労働移動の問題が取り上げられた。また，家族計画，出

産・育児，健康などの保健衛生的な関心は常に重要なテーマであり続けてき

た。

3 タイ社会におけるジェンダー

—社会組織•仏教イデオロギー・開発

ここでは主に 1980年代までの人類学を中心とするタイのジェンダー研究

の動向のうち，次節で扱う売春とセクシュアリティに関する以外のものにつ

いて概観する。

農村の社会組織と仏教イデオロギー

1960年代から 1970年代にかけて行われた農村の共同体研究では，伝統的

なタイの農村社会において男女の役割が相互補完的で，女性の自立性が高い

ことが指摘された [Hanks& Hanks 1963]。女性は農作業に従事し，機会があ

れば小商いを行い，経済的に自立している。双系的に親族が組織される社会

にあって，均分相続でありながら老親と同居する末娘への不動産などの相続

の傾斜が見られ，結婚における婿側からの婚資の支払い慣行と，結婚後の妻

方居住，そして祖先儀礼などにおける母系ラインの強調が女性の社会的・経

済的地位の根拠としてあげられる。そして，女性親族が共同体の社会的ネッ

トワークの核にあること，女性が親族組織の中で構造的に紐帯の役割を果た

していることが論じられてきた [Hanks1963; Potter 1977;水野 1981]。北部

タイの儀礼組織における女性の中心性や女性の霊媒の研究もそうした女性の

位置づけを異なる地域的文脈で論じている [Davis1973; Cohen & Wijeyewar-

dene 1984]。同時に，このような居住や相続，そして親族関係における母系

のラインの重要性はあっても，公的権威はあくまでも男性に託されているこ
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と，女性も相続の権利を有するが，家や家産の継承は，母から娘へではなく

父から娘の夫へとわたることなどが指摘された。その中で，特に女性の母役

割とそれにまつわる儀礼的慣行，あるいは娘が親に負う義務などが強調され

てきた。これは次節で紹介する，売春を農村の因習によって説明する傾向に

つながる論点である。

女性が経済的に自立している反面，政治や官職への進出に顕著な男女差が

見られることは本章の冒頭に紹介した通りである。 1980年代までのタイの

ジェンダー研究において人類学の成果は多くない中で，目を引くのは，一見

して社会的にも経済的にも自立している女性達が，官職と仏教においては劣

位にあり，かっ，売春が盛んであるのは何故か，というジェンダー・イデオ

ロギーの「謎」を解く試みである。それは女性の社会進出における偏りを仏

教イデオロギーから説明しようとする試みでもあった。 1980年代当時の人

類学の象徴論やテキスト解釈論への傾倒が，タイのジェンダー研究にも一つ

の論点を見出したといえるかもしれない。カーシュは，タイ女性の経済活動

の活発さは，仏教において出家という功徳の最上手段から排除される女性の

劣位と不可分であるとする [Kirsch1975]。一方，カイズは，仏教の民間伝承

のテキスト解釈を試みて，女性は出家はできなくとも母として子を育て出家

させることで功徳を得て，同等の社会的地位を築くのだとする [Keyes1984]。

こうした議論は，テキスト解釈や教義主体の仏教理解に基づく宗教決定主

義的な傾向が強く，現実の生活や仏教実践の中でのジェンダー関係の多義性

に十分目を向けているわけではない。また，経済セクターにおける女性の可

視性と売春への関与の二側面に限定的に目を向けて，テキスト解釈上の理解

とこれを一元的に関連づけている。以上のように，社会組織の研究も仏教イ

デオロギーの研究も，従来漠然と論じられてきたタイ女性の自立性を，それ

ぞれ別の角度から，問い直すものであった。

上述の議論と同じ頃に編まれた P.ヴァン・エステリクの『東南アジアに

おける女性達』 [VanEsterik, P. ed. 1996 (1982)］所収の大陸部に関わる論文は

いずれも仏教に触れており，出家できなくても仏教実践によってある程度の

地位を獲得することができる女性瞑想家 [VanEsterik, J. 1996 (1982)］や，女

性達が日常的に積徳行を担い，様々な形で宗教役割をこなすことを論じてい
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る [VanEsterik, P. 1996 (1982)］。いずれも短い論文ではあるが大所高所からの

テキスト解釈ではなく，生活の中の仏教実践に女性の自立を見出そうとする

方向性が見られた。

その後，仏教イデオロギーとジェンダーを結ぶ平板な議論に対しては，社

会生活の現場に密着した視点から，異議が唱えられた。田辺は，北部タイの

母系的に構成される集団による儀礼の分析において，テキスト解釈的な研

究を批判し，儀礼に見出せるジェンダーの多義性を分析している [Tanabe

1991]。

1980年代後半以降は，山地を含む周縁の少数民族のジェンダーを論じた

著書や論文なども出された [Eberhardted. 1988; Hutheesing 1990;速水 1995,

1998］。この時期の人類学におけるジェンダー研究の動向に呼応して宗教や

儀礼を中心とする文化的なイデオロギーとジェンダーの関わりが論じられ，

日常の諸活動の中で，ジェンダー体系が価値体系の一環として形成されるこ

とが分析されている。

ジェンダー研究の転換と社会変化・開発への視点

タイ研究におけるジェンダー研究の転換点は 1990年代半ば頃から見られ

る。ジェンダー・セクシュアリティ研究をめぐってタイの内外の研究者の歩

調が近づいたのもこの頃からといえるだろう。 1994年ロンドンで開催され

た国際タイ学会の基調講演にて，歴史学者レノルズはジェンダー研究の重要

性を提言した。レノルズは，それまでのタイの特に歴史研究におけるジェン

ダーヘの視点の欠如を指摘し，このような欠如の原因の解明を試みなが

ら(2)単にタイの歴史を女性の観点から見直すのではなく，タイ史やタイ研

究の支配的な言説に対抗する見方を生み出すようなジェンダー研究の勧めを

説いた [Reynolds1994]。

次に開催された国際タイ学会 (1997年，チェンマイ）では，上記提言に呼応

するようにジェンダー・セクシュアリティ関連のパネルが急増する。その内

容は二極に分かれており，これは，その後の研究の傾向をよく表している。

一つは国家開発の中の女性という，ジェンダーの中でも主に女性の問題に焦

点をおいた女性学的な関心を中心とする，主にタイ女性研究者と彼女達と親
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交の深い先進国のフェミニスト研究者による方向性である。今一つは HIV

感染の社会問題化に触発されたジェンダー・セクシュアリティの研究を進め

ながら，より広義には従来のタイ理解を問い直そうという欧米の社会科学者

を中心とする方向性である。後者については次節にまわすとして，まずここ

では前者について概略を見ておこう。

女性学的な関心の動向については，この学会のパネルをもとに出版された

「タイ社会における女性，ジェンダー関係と開発』 [Virada& Theobald eds. 

1997]で取り上げられているトピックを見ればよくわかる。開発や経済発展

が女性にもたらす負の側面が，開発における父権主義，女性労働の搾取，女

性の二重役割，女性の商品化と出稼ぎ労働などを通して強調される。また，

仏教と女性については，上述の宗教決定論的な議論に代わって，仏教説話の

解釈や女性による仏教運動の紹介を通して，女性にとって仏教が持つポジテ

イヴな可能性を指摘する。その他，性規範や文学などにおける女性の表象，

リプロダクテイヴ・ヘルスと HIV/AIDS, タイ政治における女性の不在ま

たは不可視性と実際の影響力のあり方，などが議論されるが，本書のタイト

ルにはジェンダーとあるにもかかわらず，扱われているのは基本的に女性の

問題である。

この本の序論で，タイのフェミニズム的関心からの女性研究の指導的立場

にある人類学者アマラーは，東南アジアの伝統社会における双系的な親族組

織と母系的傾斜がジェンダーにおける流動性や社会組織の多面性，そして女

性の自立性と相対的な地位の高さの基盤にあったとした上で，そこヘヒンド

ゥー，仏教，イスラーム，儒教などの外来伝統がもたらされることで，父権

的な実践形態が持ち込まれた，と主張している<3) [Amara 1997: 4-5]。また，

これと関連して，別書でフディージング [Hutheesing1995]は，タイ周縁少

数民族の女性が開発のもと，伝統社会で保っていた自立性を失い，伝統文化

の衰退が抑圧の状況を生んでいるという主張を行っており，いずれも開発に

ともなう父権的支配の強化がテーマとなっている。タイ研究が，そして人類

学全般の研究が，閉じた共同体における閉鎖系としてのジェンダー体系の描

写から，社会的・経済的変化や近代国家の開発の歩みに取り込まれる農村や

周縁を描く方向へと移行するのにともない，先述した農村社会や周縁の女性
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達について論じられてきた相対的な自立性は，もはや失われた過去の伝統と

されていったのである。

1960年代以来，農村部から都市部の繊維産業などへの労働人口の移動，

その後は，経済発展にともなって，農村女性の近郊都市での労働が顕著にな

った。こうした農村経済の変化が，上述の「伝統的な女性の自立性」，ある

いは農村女性の社会的・経済的役割にどのように影響するかを論じる研究も

なされた。北タイ都市の女性に関するム工ケの研究は，女性の生活における

価値規範が市場経済化とともに変化していることを検証する [Muecke1984]。

また，東北タイ農村で労働機会が増加するとともに，女性には，家族におけ

る責任と生産労働との二重役割の負荷がかかるーことを指摘する江藤の研究

[1996b]がある。また，女性の移動労働を，バンコクと東北タイの農村を結

ぶフィールド調査によって検証したのが， ミルズである。ミルズは，女性達

がバンコクヘ働きに出かける背景には，農村の世帯における役割や期待とと

もに，「タン・サマイ（近代的）」な商業主義がもたらす都会的な文化を志向

する若い女性達の欲望があることを指摘する。そして，彼女達は，タン・サ

マイな女性であることと，村の規範に従うことの間で自己のアイデンテイテ

ィを模索することを論じている [Mills1999]。一方，既婚の女性達も含めて，

北部タイ都市近郊の新興工業団地で働く女性達や，工場における労働者達の

相互関係に焦点を当てた平井は，女性労働者の消費行動に着目した［平井

1995]。また，「タン・サマイ」言説をより忠実にローカルな文脈にそって追

究し，それが家族と工場における異なる権力関係の場で，抵抗と順応の方途

となっていると論じている［平井 2001］。こうした視点は，上述のような開

発と父権主義のもとで搾取される農村女性の像とは異なり，資本主義化の過

程に女性が主体として関わる様態をとらえたものである。

以上は， 1990年代までのタイ社会のジェンダー研究である。省みれば，

丹念な現地調査とジェンダーの視点に基づく人類学的研究は，欧米でジェン

ダーの民族誌の隆盛期ともいえる 1980年代から 1990年代前半においてすら

決して多くはなかった。
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4 売春 •HIV/AIDS ・セクシュアリティ

1970年代，ちょうど中流女性の社会意識が何らかの市民運動に結びつく

ようになった時代に，ィンドシナ戦争下で，タイに米軍基地が置かれ，都市

部の性産業が新たな展開を迎えた。さらに， 1980年代に入り冷戦が終わる

と，タイは観光産業に外貨獲得の期待をかけるようになる。日本などの外国

企業が盛んに現地法人を置くようになり，これもまた性産業への注目をさら

に強めたともいえる。本章の冒頭で述べたように，タイに向けられるまなざ

しの中で，売春がことさらにクローズアップされることが，他者としてのタ

イ女性を色づけしてしまっていることは，当のタイの女性達にとっては，放

置できるものではない。特に教育を受けたタイ新中間層女性は，自らのジェ

ンダー・アイデンテイティ構築の上でも，売春を無視することができない

[Cook 1998]。こうした中で経済学者パスックのバンコクの売春女性を農村

と結ぶ先駆的な経済的・社会的分析は，問題を実証的にとらえるスタンスと，

売春女性自身へのインタビューという方法論とともに画期的であった [Pasuk

1982=1990]。それまで，タイでは売春を，喜んで性的サービスに従事する悪

しき女性達の道徳的退廃とみなす一般的な見方があった。これに対して，被

抑圧者，犠牲者としての農村女性の搾取を問題とし，売春をタイ社会の構造

的問題，特に開発政策の歪みの結果とみなして，売春女性が，片寄った経済

発展と農村における伝統と因習による社会的圧力の犠牲者として，家族の金

銭的支えとなっていることが強調されるようになる。こうした議論によっ

て（4)，売春は従事者である女性達の個人的な問題ではなく，社会的な広が

りを持つ問題としてとらえられるようになった。しかし，その反面，売春の

複雑な諸側面を度外視して農村部の因習を攻撃し，かつ結局，売春女性の性

の搾取に議論を集中させてしまうことにもなった。また，農村女性達が売春

によって家計を支えているという点を強調することは，売春の顧客に自己正

当化の根拠を与えることでもあった。

1990年代のタイにおけるジェンダー・セクシュアリティ研究の転換を触

発したのは，上述のレノルズの指摘とともに，それに先立つ 1984年以降の
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HIV/AIDSの脅威であった。 1984年にタイにおける最初の感染例がアメ

リカから帰国した男性同性愛者であったため，当初は男性同性愛者が最大の

「リスクグループ」として標的とされた。その後，麻薬注射用の針の使用者，

売春女性へと，「リスクグループ」が移っていった。 1980年代後半には HIV

感染の最大の「リスクグループ」が売春女性とされ，彼女達は健康カード

の携帯を義務づけられる。しかしこれは，売春女性のみを感染の根元ととら

え，彼女達さえ抑えておけば感染は防げるという考えに基づいており，同様

に感染している可能性のある顧客男性達に対して女性達を無防備にした。

しかし， 1990年代に入り，売春の顧客を通じた家庭等への感染が明らか

になるに従い，顧客男性とそのパートナー（妻，恋人）である女性達をめぐ

る性行動と HIV感染の広がりとの関連を見る視点が生じた。男性の性行動

ゃ，婚姻関係の中での性行動に注目したのがリトルトンである [Lyttleton

2000］。ここでリトルトンは， HIV/AIDSをめぐる国家レベルのメディアキ

ャンペーンにおける論調の変遷を追い，タイにおける HIV/AIDS言説の

攻防について検証する。そして東北タイ農村における調査をもとに，国家主

導のメディアキャンペーンによりローカルな性行動にどのような変化があっ

たのか， HIV感染の増加と政府主導のキャンペーンなどがもたらしたロー

カルなセクシュアリティの意味づけ，表象，実践の変化を検証している。そ

れによると，メディアを受け止める東北タイ農村の人々は，彼らなりの

HIV/AIDS像をつくりあげており， HIV/AIDSは，夫婦間の性行動にも，

また売春以外の婚外の異性関係にも変化をもたらした。リトルトンの研究は，

HIV/AIDSの脅威のもとで実践的な目的を持った量的な調査，サンプリン

グによる性行動の研究などが主流だった中で，質的研究の重要性を示すと同

時に，視点の転換をもたらした研究であった。タイの売春が論じられるとき，

婚姻と商業的な性は全く別物とされがちであった。そのため，売春と婚姻に

おける性関係や，売春以外の婚外の性関係との関連性を論じる視点が取られ

ることがなかったのである。しかし近年の，リトルトンを含め，タイにおけ

るジェンダー・セクシュアリティ研究では， HIV感染と婚姻内外の性行動，

家庭内暴力や性暴力，売春，そしてセクシュアリティそのものの議論が主要

なテーマとなってきている。
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1990年代を代表する論集としては，ジャクソンとクックの編著がある

[Jackson & Cook eds. 1999]。この中で扱われるのは， HIV/AIDS時代のセ

クシュアリティやリプロダクションに関わるもの，階級の差異とジェンダー

の関係を論じるもの， 19世紀後半から 20世紀初頭の近代国家とナショナリ

ズム勃興期をジェンダーの視点から見直すもの，ホモセクシュアルやトラン

スセクシュアルに関わるものなどである。

中でもジャクソンらの研究は，タイにおけるジェンダー・セクシュアリテ

ィのカテゴリーの多様化について新しい議論の発端となった。男性的な男性

と女性的な女性と，「第三の性」としてのカトゥーイ（現在では男性のトランス

ジェンダー，いわゆる女性的な男性のみに使われる）を，従来のタイのカテゴリー

とすれば，これに加えて， 1960年代から複雑なカテゴリー分化が進行して

いると指摘された。男性的女性（トム）とそのパートナーである女性的な女

性（ディー），バイセクシュアルな男性（スアバイ），そしてゲイの男性の中で

も受動役割，能動役割，両役割，などである。‘‘ンエンダー・セクシュアリテ

ィの再カテゴリー化は，従来の男・女・カトゥーイに，西洋的なホモセクシ

ュアリティの概念体系が加わったものだとするモリスの議論に，ジャクソン

は，むしろ既存の性の範疇が複雑化したものだと論じている。そして，ホモ

セクシュアリティやトランスジェンダーに寛容とされるタイにおける性的マ

イノリティの経験は，西洋における差別とは異なるとしても，文化的制裁が

決して不在ではないことを指摘している。モリスとジャクソンは，性のカテ

ゴリーが明確に排他的な二元的カテゴリーではなく，境界が曖昧で連続的・

流動的なものだという見方においては，一致している [Morris1994; Jackson 

1999]。ジャクソンはまた， HIV/AIDSの脅威にともなって生じたタイにお

けるゲイ・アイデンテイティの再編を分析している [Jackson1995]。さらに，

「性的に自由なタイ」では，同性愛が容認される，という一般的なイメージ

は誤りであり，たしかに私的な実践において規範は緩やかであるが，公的言

説の上ではセクシュアリティの検閲は実践よりもはるかに厳しいと述べてい

る。 HIV/AIDS対策をめぐる道徳化した議論を見れば，この見方はまさに

当を得ている。こうした研究を契機に近年，セクシュアル・アイデンテイテ

ィやセクシュアリティの研究が盛んである [Morris1994; Jackson 1995; Jack-
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son & SuJlivan eds. 1999; Sinnott 2004; Thaweesit 2004]。

政府の本格的な HIV/AIDS対策が少しずつ効果を見せ始めるのは 1990

年代後半であり， 21世紀に入ると，タイの HIV/AIDS対策は成功諏とし

て語られるようになる。そこに秘められた権力によるセクシュアリティと倫

理の統制を鋭く追及したのがフォーダムである [Fordham2005]。彼は，

HIV/AIDS予防の名の下に特定階層に感染の根元を見出す過度に道徳的な

言説が生み出されたことを指摘している。そして，上述の「リスクグルー

プ」自体が， HIV感染とともに生み出されていったタイの公的言説であり，

タイのジェンダー・セクシュアリティをめぐる権力関係のあり方を映し出し

ていると批判的に分析している。

これまで見てきたように， HIV感染の広がりは，タイにおけるジェンダ

ー・セクシュアリティ研究に新しい展開をもたらした。タイの単婚家族の幻

想が崩れ，性的な二重規範，男性による買春，婚姻とセクシュアリティなど

について再考を迫られ，研究の視点は売春女性のみに絞られたものから，次

第に婚姻内外の非商業的な性，男性や同性愛者の性行動に広がった。そして，

量的検証に片寄っていたセクシュアリティ研究においてようやく質的研究が

始まった。

売春女性を伝統社会の抑圧の犠牲者とする議論に対して，タイの研究者に

よっても詳細な質的研究が行われた。北タイのパヤオ県で村落調査を行い，

国家の開発のかげで農村社会の生産関係などが根本的に変容し，女性の役割

が変化していく過程で若い娘達が売春に出て行くことを分析した人類学者ヨ

ットの業績 [Yos1992]や，同県で村や家族と，女性達の間でどのような葛

藤や変遷があるのか，丹念な聞き取り調壺から書き起こしたニワットの労作

[Niwat 1998]がある。

女性の健康や公衆衛生への関心についても， HIV/AIDS危機以後研究を

取り巻く状況が大きく変化しているが，リプロダクテイヴ・ヘルスヘの関心

などは持続している。より詳細な民族誌としては，ウイタカーが東北タイの

農村調査から，農村経済の変化の中で女性の生産活動と再生産活動がどのよ

うに変化しているかに関心を持ち，身体理解と治療実践，知識の体系の変化，

出産と女性の身体，性感染症，家族計画の普及，堕胎など女性のリプロダク
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ティヴ・ヘルスをジェンダー・セクシュアリティの文脈で検証した [Whitta-

ker 2000]。また道信は，北部タイの工場労働女性における HIV/AIDSキャ

ンペーンと若い女性達のセクシュアリティについて現地調査に基づく分析を

行っている [Michinobu2004]。

一方，グローバルなフェミニズムの論点が，構造的抑圧や搾取から，女性

の主体やエージェンシーヘと移行するとともに，売春女性の主体や自立を論

じるフェミニストや， NGO活動が活発化したのも 1990年代である。経済

活動としての売春を容認し，法的に認めることでこそ売春女性の自衛が可能

となるという主張も出てきた。また，女性達の視点から売春を理解する試み

もある [Walker& Ehrlich eds. 1992; Odzer 1994]。オザーはバンコクのバーで

自ら参与観察とインタビューを行い，観光客をはじめとする外国人相手のバ

ーが立ち並ぶパッポンの売春女性は，売春に関わらないタイの下層の女性達

に比し，世界中の人々と出会い，自立の機会にめぐまれて，より世慣れてい

るとして，彼女達の生を肯定的にとらえて論議を呼んだ。この他，近年，ゴ

ーゴーバーにおける日本人など外国人も含めた女性達と客との関係形成と取

引を論じた研究［市野沢 2003]や，売春に特化する議論ではないが，タイの

消費経済の現場ともいえるモールやデパート，ゴーゴーバーなどを舞台に，

商業主義と旧来の社会システムの交差するところで，社会関係やジェンダ

ー・セクシュアリティがどのように再規定されているかを，文化論的に論じ

る著作も出てきており [Wilson2004]，タイにおける性の市場と社会経済を

めぐる議論は，多方向に広がりを見せ始めている。また， P.ヴァン・エス

テリクは，タイのジェンダー研究を，仏教，売春，表象と文化政策，美人コ

ンテストなどのトビックから，総論的に概観してみせた [VanEsterik, P. 

2000]。

5 外と内のセクシュアリティ言説ー一周縁に向かう他者化

上述の編著の序論で，クックとジャクソンは，「ジェンダー化され，セク

シュアライズされたタイ人をめぐる言説は，タイ人自身によるものであれ，

西洋人の観察によるものであれ，オリエント化する西洋の性的なまなざしに
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影響されたより広義の政治，経済，知的プロセスの側面である」 [Cook& 

Jackson 1999: 1] と述べている。タイのイメージの中には「性的に自由なタ

イ」という非タイ人にとって都合の良い幻想があり，その言説はさらなる幻

想を助長する装置となってきた。このようなセクシュアライズされた「他

者」像が， 17世紀からの西洋によるオリエントのエロティシズム化の幻想

に根を持ち，国際的な観光化の中で，同じ構図が強化されてきたことを，

文学やメディアの分析から議論する著作もある [Manderson1997; Bishop & 

Robinson 1998]。ビショップとロビンソンは，白人男性顧客の視点から，売

春現場に限らず，金銭を介した男女関係の経済と欲望，ロマンと関係性を，

グローバルな経済と人種的ポリティクスの産物として論じ，それは，顧客の

セクシュアリティとも密接に関連していると議論した (5)0

タイと先進国のセクシュアリティのイメージは互いの欲望が映し出された

鏡像をなすのであり，先進国のセクシュアリティをめぐる志向がそのままタ

イを見る目に映し出されているとする議論もある [Hamilton1997]。植民地

経験を持つ島嶼部東南アジアで論じられたように［Stoler1995]，西洋世界の

セクシュアリティのイメージが，タイのセクシュアリティの歴史にどのよう

に影響しているか，論じる必要があるだろう。

1991年 6月のニューヨークタイムズ紙第 1面にチェンマイのバーの女性

の写真が「待ち受ける伝染病」というセンセーショナルなキャプションとと

もに掲載された。 1993年には，タイム誌の表紙にバーの女性の写真が，「タ

イには 200万の売春女性がいる」というキャプションとともに掲載されたが，

さらに大きな論議を呼んだのは 1994年にロングマンの辞書の「バンコク」

の項目に「売春婦の多い町」という説明が付されたこと（この辞書はタイでは

発禁となった）であった。そして同年 BBC放送では，タイにおける HIV/

AIDSの危険を強調する番組が放送されるなど，欧米のメディアによる打撃

が続けざまにあった。タイ政府は一方で外貨獲得のために美しいタイ女性の

イメージを売りながら，自国の対外イメージと観光への打撃の両方を懸念し

て，しばしばこうした国外メディアにおけるタイ売春の表象に抗議し，返す

刀で，国内の女性団体による売春反対運動をそうした対外イメージを強化す

るものとして抑えんとした。
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ブンチュエイ・スイーサワット著 『チェンラ

イの三十民族』 (1950) に掲載されたアカ男

女の性風俗の挿絵。この著者は当時稀少だっ

たタイ北部から雲南の少数民族について多く

の紹介書を記している。

20世紀初頭から近代国家への

歩みの中でタイのエリートは，西

洋列強に対して辛うじて独立を保

ちながら，自ら文明国たる証を立

てる必要性を感じていた。特に

1920年代には，単婚と一夫多妻

婚の間で議論が喧しく，そうした

文脈の中で良き女性，悪しき女

性の区別もまた論じられてきた

[Loos 2006]。つまり，タイ国内

におけるセクシュアリティをめぐ

る議論は常に西洋のまなざしを強

く意識する中で構築され，それは，

西洋のタイヘのまなざしと相互に

強化しあってきた。一方，外から

向けられた他者化のまなざしは，

タイ国内にあっては，タイ社会の

周縁の少数者に向けられるものと

して繰り返される。西洋近代の自

己のセクシュアリティが他者に向けるまなざしによって醸成されたものだと

すれば，タイ人自身のセクシュアリティもまた，そうした外からばかりでな

く，自社会の周縁に向ける自らのまなざしによっても形成される。このよう

に他者化するまなざしは，幾重にも繰り返される。

一般タイ人の問で，山地民の女性は，エキゾチックなセクシュアリティを

表象するものとして描かれてきた。この傾向は， 1980年代の山地民観光と，

山地出身者の売春が増加すると，さらに顕著になる。豊田は，アカの女性が

山地民観光の文脈で，「性的に自由な山地民社会」の表象として描かれるこ

とを指摘している［豊田 1996]。1980年代に，タイで売春に関わる女性達の

多くがより実入りの良い国外へ出稼ぎするようになったが，その穴を埋めた

のが，貧困化した山地出身や国境を越えた不法労働の女性達であった。した
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がって，山地民もまた HIV感染の「リスクグループ」とされ， 1990年代後

半には多くの予防プロジェクトが山地に入ったのである。いまだ感染例が 1

件もなかった筆者の山地調査村で，すでに小さな子供までが「エイズは恐ろ

しい」と唱えるほどにキャンペーンは浸透していた。

筆者自身が研究対象としてきたカレンと呼ばれる人々は，同じ山地にあり

ながらアカとしばしば対照的に語られてきた。「性的に奔放なアカ」の逆像，

純潔の象徴としてのカレンであり，低地社会の描くアカとは逆の幻想である。

カレン社会における性規範の厳しさは， 19世紀にビルマを訪れた宣教師や

植民地官吏が言及してきた。東インド会社社員による記録にも「カレンは完

璧な道徳性によって特筆すべき」人々として描かれた。西洋の目に映じた，

道徳的で単婚家族を規範とする人々としてのビルマのカレン像は，今日のタ

イにおけるカレンの娘達の純潔の語りとも通じる。アカとカレンの対照的な

像は，低地タイ，あるいは植民地支配者という権力の側が周縁の他者を自ら

の鏡像として，欲望と幻想の対象とするまなざしの産物といえるのではない

だろうか。

実際には山地カレン社会においで性規範の逸脱は少なくないし，ムラの生

活で相互の性行動を椰楡する軽口やひやかしもしばしば聞かれる。ただ，性

に関わる違反があった場合に，ムラ全体で対処する道具立てが整っているの

である。婚前または婚外の性交渉があったことが判明すると，女性側のムラ

の儀礼的リーダーが「マゲタ，マク（よくする，冷たくする）」という儀礼を執

り行う。違反によって「熱く」なった土地は，そのままでは病や不作を呼ぶ

ので，動物（水牛またはブタ）の供犠による血でムラを冷ますのである。リー

ダーは犠牲の動物を殺して土地の守護霊に祈りながら血を地面に注いで「冷

ます」。そしてムラ中が供宴にあずかる。婚前交渉の場合は，このあと二人

は結婚する。拒否すればムラにはいられなくなるのである。この儀礼が女性

側のムラで行われることは注目すべきである。男性も女性も儀礼に参加する

が，ムラの秩序に関わるのは女性のセクシュアリティヘの侵犯なのである。

結婚式自体が，基本的に守護霊に二人が結婚して生殖行為を行うことのでき

る関係になったことを知らせる儀礼なのであり，これも女性側のムラで行う。

女性のセクシュアリティとムラの社会的・自然的秩序が密接に関わっている
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のである。

しかし，山地カレンの間で広範

囲に共有されるこの秩序と規範は，

カレン以外の人々には意味を持た

ない。カレン社会が，そして親達

がカレンの娘達のセクシュアリテ

ィを低地タイの男達から守ろうと

するのは，こうした理由による。

低地から見れば，それはカレン女

性を欲望の対象として強化する，

ともいえるかもしれない。山地と

低地の相互の移動はどの時代にも

あったが，現在は教育や労働など

多様な目的で人々の移動範囲が広
未婚のカレン女性の装い (1988年）

がっている。ムラの男性は広域に

移動し，経験を積むことで，社会的な認知を獲得する。例えば低地タイ人の

女性と関係を持つことも，自慢すべき冒険諏，男の勲章になる。遍歴の果て

に，彼らはむしろ望ましい男性としてムラに戻ってカレンの女性と結婚する

ことができる。女性の場合はそういうわけにはいかない。上述の侵犯の解決

方法を共有しないよそ者と性交渉を持った場合，相手男性に儀礼を行うこと

も結婚を強要することもできない。行きずりの低地男性と関係を持ち，山地

カレンの規範に従って名目的に結婚し，結局放置された女性のケースは少な

くない。その場合，女性は既婚でありながら夫のいない曖昧な立場になるた

め，再婚することもむずかしい。こうしたことから，女性がしかるべき同伴

者なしでムラから外へ出ることは，自らの評判をあえて危険に曝すことにな

る。カレン女性と非カレン男性との結婚は不安定で，潜在的に女性にとって

非常に危険なものと認識される。このように山地カレンの男女のセクシュア

リティをめぐっては，全き二重規範がある。

近年，低地の村の男性が，「カレンの嫁探し」にムラにやってきて，結婚

するという例が増加している［速水2000]。北タイ山地のカレン女性の民族衣
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装は，既婚と末婚で大きく異なる。既婚女性は赤いスカートに黒いシャツ，

未婚女性は白いワンピースである。次第に若い女性の白いワンピース姿は，

タイ風の巻スカートやジーンズに変わりつつあるものの，低地の男性にとっ

ては，「白いワンピースのカレン女性」は一つの表象であり，欲望の対象で

ある。ムラヘやってきて「白いワンピース」を探す低地の男性にとって，そ

れは純潔で，よく働き，要求も少なく，従順で望ましい女性の表象なのであ

る。一方，カレン女性にとっては，それはたとえ「ミアノーイ（タイ語で妾）」

になるのだとしても貧困からの脱出の手だてになるかもしれない。

タイ国家の周縁にあって，山地カレン社会におけるセクシュアリティに関

わる規範は，低地社会から見ればカレン女性に関わる幻想の根拠となる。民

族の差異とセクシュアリティの差異が切り結び，このこと自体が，山地社会

と低地社会の権力関係とも重なるのである。このような周縁の他者化と性的

な幻想は，まさに先進国とタイの女性達の関係の繰り返しだともいえるだろ

う。アカ，カレンを対照的な鏡像として他者化するまなざしの連鎖の中で，

日本を含む先進国の男女のあり方は，タイのジェンダーとセクシュアリティ

を経て，山地の彼らとも決して無縁ではなく，同時代のまなざしの交錯の中

で連なっているのである。

6 タイにおける「ジェンダー」と「セックス」再考

タイのジェンダー・セクシュアリティ研究は，常に売春を重要なテーマに

すえながら，性のカテゴリー， トランスジェンダー，同性愛やジェンダー・

アイデンテイティの研究や，より広範囲なセクシュアリティ研究も，まだ緒

についたばかりである。女性のみにフォーカスを当ててきた「売春文化タ

ィ」の議論も，買春に通う男性の視点や，男性性，売春以外の性関係の諸局

面の議論へと広がりを見せ始めている (6)0

そもそもジェンダーとセクシュアリティはタイではどういう意味合いを持

つのか。タイ語の「ペート」という言葉は生物学的セックス，ジェンダーの

みならず，一般的には種類を意味する言葉で，かつての用例をみると「民

族」にも用いられた（ 7)。これまで述べてきた，タイのジェンダー・セクシ
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ュアリティ，売春などをめぐる欧米のバイアスを崩すためにも，彼らのカテ

ゴリーから出発して見直す必要があるだろう。

以上述べてきたことを踏まえ，タイのジェンダー・セクシュアリティ研究

から何を学びとることができるだろうか。第一に，他社会のジェンダー・セ

クシュアリティを表象することにともなう，幾重にも繰り返されるまなざし

の交錯である。他者を見るまなざしには自己が映し出されることを，売春に

偏重しがちだったタイ研究は特に鋭く教えてくれる。第二に，ジェンダー・

セクシュアリティの差異と，階級や民族という差異の交差するところを見る

ことで，それらについて新しい動態的な理解が可能となる。そして，第三に，

タイにおける性カテゴリーの流動的で多義的な概念を，現地のカテゴリーに

より忠実に理解することは，固定化したジェンダー概念を再考するのに有効

でありうる。

現在のタイにおけるジェンダー・セクシュアリティ研究は，多元化してい

る。労働現場における平等，国際労働移動や国際結婚，性的嫌がらせ，政治

や政党における女性，といったフェミニズム的な女性学の視点から女性の地

位向上を目指すもの (8)から，家族の中のセクシュアリティと暴力，セクシ

ュアリティの多義性，周縁社会における性，中間層の学生による売春，性的

マイノリティなどにも目を向け始めている（9)。これらのトピックは，上述

のタイにおけるジェンダー・セクシュアリティ研究の可能性を押し広げる方

向性を十分にはらんでいる。

しかし，その一方で，タイにおけるジェンダー研究においては，日常的な

家族や労働の場面で，男女の相互関係や生活実践がどのように変化している

かといった，緻密な民族誌的叙述に基づく研究の蓄積は，過去から現在に至

るまで決して多くなかった。 1999年のチェンマイ大学社会科学科の社会学

人類学研究ジャーナルの特集号，「女性，労働，および女性労働ー一ー多重の

周縁性」に掲載されたチェンマイ大学を中心とする人類学者，社会学者によ

る主に農村社会を対象とする論集は，こうした研究が今，むしろタイの中で

充実し始めていることを示している [Chuusaked. 1999] (10)。
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注

(1) タイの歴史資料で売春への言及が見出されるのはアユタヤ朝期からである

が，それによると中国人居住区域に見られ，課税の対象であった。 19世紀

半ばには，バンコクにも売春宿が作られ，それは材木搬出や鉱山の労働者の

いる地方都市へも拡大した。売春に携わる女性達は，奴隷や夫に売られた妻

達や，中国を中心に諸外国から売られてきた女性達だった。売春への課税は，

19世紀後半から 20世紀前半にかけて，国家歳入の重要財源となっていた。

1874年のラーマ 5世王の発案に始まり 1905年に法制化された奴隷制廃止は，

それまでの売春奴隷を契約売春へと再定義することになる。解放された男性

は，兵士や下級官吏への道が開かれ，そのためにもある程度の教育機会が必

要と想定され，国家形成への参与の道を得たが，女性は当時成立した「官

的」空間から排除され教育も無用とされたのである［飯島・小泉 2000:132]。

(2) これまで植民地体験の不在を背景に体制擁護的な歴史研究が大勢を占め，

搾取，抑圧，紛争に関わる史的研究の不在が生じたと分析した。

(3) この主張は，同様にマレーシアのフェミニスト研究者カリムが，東南アジ

アにおける伝統的「バイラテラリズム」の主張をしていることと呼応してい

る [Karimed. 1995]。すなわち，伝統的に東南アジアでは父権的な傾向は弱

く，社会組織においても文化・イデオロギーにおいても男女の相補的な関係

が見られ，父権的な傾向は，外来の宗教などの思想的影響によるものだとす

る。

(4) 当時の議論やタイの売春を多角的に概観したものとして， Wathinee&

Guest [1994]がある。

(5) グローバルな性秩序と売春現場，セックスツーリズムとグローバルな経済

秩序を，バンコクの文化的・歴史的特異性と結びつける国際関係論の視点か

らの議論もある [Jeffrey2002]。

(6) 早くは，カイズによる男性性をめぐる議論があるが [Keyes1986]，これ

を買春と飲酒，男性同士のつきあいの文化や力の観念と結びつけて議論をし

たのはフォーダムである [Fordham2005]。

(7) 小泉 [2006:69]によると，その語源はパーリ語の vesoで，衣装や外見

による分類を意味する言葉であったが，生来を強調する「チャート」が民族

に当てられるようになって，「ペート」は専ら性別の意味を強めていった，

とする。

(8) 1998年，タマサート大学「女性と青年研究プロジェクト」による，タイ

トルもそのまま『女性学』と題した論文集 [Parichaatet al. eds. 1998]は，

女性とメディア，人口学的変化と経済的変化の女性への影響，性的嫌がらせ，

ドイツに移住する女性の国際結婚，地方政治や政党と女性， といったテーマ
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の論文を集めている。

(9) 2003年，ピンゲーオの編著による「アイデンテイティ，民族，そして周

縁性』は，少数民族のみならず， HIV感染者，性的マイノリティとしての

女性同性愛者，そして，中間層の学生による売春というテーマを扱った若手

人類学者による論文を集めている。いずれも現地調査をもとにした分析であ

る [Pinkaewed. 2003]。

(10) 人類学者シャラーチャイによるタイの家族に関する再考を促す論文が含ま

れている。その他，従来の農村研究を細かく検討した上で，社会経済的な変

動は，上流中流の女性達にはプラスの影響を持つとしても農村女性に関して

は周縁化する方向に働くとする論文，東北タイにおける財産をめぐるジェン

ダー関係の変遷を村落調査に基づいて考察する論文，女性性産業従事者を含

む日本への移動労働者の生活に関するもの，村落における女性の織物産業の

振興についての事例研究などが含まれ，多くは，現地調査に基づきながら従

来の理論的な枠組みを再考する意欲的な論文集である。
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